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成果の概要

人間・環境学研究科　博士後期課程１年
津田裕之

【学会概要】
　視覚科学学会年次大会は毎年5月頃にアメリカ合衆国で開催されている視覚科学分野の国際会議であ
り、視覚に関連する幅広い分野の研究発表やシンポジウムが6日間の会期を通して行われる。心理物理
学・認知心理学・神経科学および計算機科学など多岐に渡るバックグラウンドの研究者が参加し、こ
の分野での活発な国際的議論の場となっている。例年、米国のみならず欧州やアジアなど多様な地域
からの参加者が集まっている。発表される内容は現代の視覚科学研究を広く反映したものであり、視
知覚、視覚認知、身体運動と視覚の関連や脳活動計測研究などが含まれる。 

【発表内容】
　認知活動に必要な情報を一時的に記憶にとどめておくシステムである短期記憶（あるいはワーキング
メモリ）は人間の広範な認知活動において不可欠の機能である。視覚情報についての短期記憶である
視覚性短期記憶は極めて限られた容量しか持たず、人間の視覚的な認知能力にはそのために厳しい情報
処理上の制約がもたらされていると考えられている。しかしながら、実際の認知活動においては、人は
必要な情報のみをその都度選択的に保持することによって視覚性短期記憶容量の厳しい容量制約によ
る影響を最小化していると考えられる。このような観点から考えると、いかに素早く情報を記憶として
形成し、また一度形成した情報を忘却できるかという点こそが人間の視覚認知の情報処理制約におけ
る核心的要因であると考えることができる。
　そこで本研究では、知覚された情報が短期記憶表象として符号化される過程、及び一度記憶された
ものが忘却されて行く過程に特に焦点を当て、それらの情報処理過程がどのような性質を持つのかを検
討した。 記憶された視覚情報の「精度」と「記憶容量」とを個別に測定可能な手法を用いることによ
り、物体の方位情報を記憶する際の精度と容量の変化を時間的に追跡する実験を行なった。その結
果、記憶の符号化過程においては時間とともに徐々に記憶表象がより精度の高いものへと変化していく
様子が観測された。また、忘却の過程においては精度と容量とが時間的に徐々に失われていく過程が
観測された。同時に、これらの過程が物体の複雑性が高い場合に特有のものであることも判明した。
　情報の符号化や忘却の過程は時間的に瞬時のプロセスであると従来の短期記憶研究では暗黙のうち
に想定されて来た。本研究では、こうした従来の見解に反し、時間をかけ漸進的に進行する符号化と
忘却の過程が存在することを初めて実験的に明らかにした。この知見は、人間の視覚認知能力の容量
限界のモデルに重要な示唆を与えると考えられる。

【学会参加による成果】
　発表を通じて多くの有益なコメントを得ることが出来た。例えば、実験結果が用いた視覚刺激に特
有のものではないかという指摘があった。確かに、本実験において用いた刺激にはバリエーションが
少なかったため、結果の一般性には疑問が残る。他の視覚刺激を用いた補足実験が必要であろう。ま
た別の指摘として、提示した視覚刺激が動画刺激であったため、記憶の符号化に時間を要したのは記
憶ではなく知覚段階に起因するのではないかというものがあった。これに関してはその可能性を排除
するための補足実験を行なっていたが、ポスター内では十分に説明を入れていなかったことが災いした
と思われる。この指摘は同じ分野の研究者なら誰でも気になる点であり、そのため今後本研究を論文
化する際にも注意深い説明が必要だと思われる。これら以外にも、その他実験手続きに関するコメン



トを複数得た。今学会において得られた指摘について留意しつつ今後の論文化の作業を進めたいと考え
ている。
　また、他の研究者の様々な発表を見聞きすることを通して自分の今後の研究に参考になること大で
あった。視覚記憶に関するシンポジウムは私の研究内容に直結するものであり大変示唆に富むもので
あったし、また空間認知に関する研究発表は私が今後手がけようと思っているテーマであったため、
当該発表者と研究のアイデアについて議論することが出来、よい機会となった。
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